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要旨 

本研究は、従来は推量・婉曲表現として研究されてきた「かもしれない」について、ぼかし表現とし

て使用された「かもしれない」と「かも」をマス・メディアとインターネットのブログからデータを収集し、

分析・考察したものである。 
本研究で使用したデータは、まず、メディア言葉の場合、2006 年 6 月 1 日から 6 月 30 日まで、

2008 年 10 月 18 日から 2009 年 10 月 10 日までのテレビ番組から収集したデータを文字化したも

ので、計 97 件である。次に、ブログ文体は、2008 年 12 月 25 日から 2009 年 10 月 16 日までの芸

能人のブログ(計 8 人)から収集したもので、計 120 件である。収集したデータを「推量」「婉曲」「ぼか

し」の 3 つの意味に分類するために、ぼかし表現の判断基準を①主語の人称 ②命題の性質 ③命

題が行われた時点 ④会話の場面の性質といった 4 つの項目を挙げ、筆者と第二判定者の判断の

下に分類した上で、ぼかし表現のみを分析対象とした。 
分析の結果、メディア言葉でのぼかし表現「かもしれない」と「かも」は、「自分に関わることについ

て述べる」場合と「人や物について述べる」場合に見られた。まず、「自分に関わることについて述べ

る」場合は、自分を守るために使われることが多く、「かもしれない」と「かも」を用いることで、自己防

衛の役割を果たしているようであった。次に、「人や物について述べる」場合は、命題を客観化させ、

相手に判断を委ねることで、その責任から逃れられるために「かもしれない」と「かも」を用いていた。

それから、メディア言葉でのぼかし表現「かもしれない」と「かも」は、形式上、「かもしれない」と「かも」

の後に、文末詞も、文と文を繋げるための接続詞も現われることが少なく、その傾向は「かも」のほう

が強い特徴が見られた。 

それに対し、ブログ文体の「かもしれない」と「かも」は、「自分に関わることについて述べる」場合と

「ある物や物事に対しての感想や意見を表わす」の 2 つの場合に現われた。まず、「自分に関わるこ

とについて述べる」場合は、自分のことを客観的に振り返って思ったことや感じたことを述べることで、

自分を第三者のように仕立てることができ、外側から客観的に観察しているかのように表現すること

ができる。次に「ある物や物事に対しての感想や意見を表わす」場合は、宣伝や告知する時に「か

も」を使用することで、読み手に押し付けがましい印象を与えない役割が期待された。それから、ブロ

グ文体での「かもしれない」と「かも」は、メディア言葉の特徴と同様、「かもしれない」と「かも」の後に

文末詞が付かないことが多く、「かもしれない」と「かも」の直後に絵文字がつくことが多いという形式

上の特徴が見られた。 

最後に、メディア言葉のデータを取り上げ、年齢差･性差を明らかにした結果、ぼかし表現「かもし

れない」は、20 代を中心にその使用が見られ、また男女ともに使う表現であることが分かった。それ

に対し、ぼかし表現「かも」は、「かもしれない」と同じく、20 代から 30 代までの若い世代を中心に多く

の使用が見られたが、「かもしれない」より幅広い年代で使われていたことが特徴であった。また、「か

も」の場合、男性より女性の使用が目立ったことと、女性の振る舞いに近づけようとするニューハーフ

の人も使用していたことから、ぼかし表現「かも」は女性に好まれる表現であることが明らかとなった。 

今後の課題として、「かもしれない」「かも」を生の日常会話からの聞き書きを資料として、再度考察

を試みることと、「かもしれない」「かも」の他にぼかし表現として使われた文末詞を取り上げ、調査し

てみたい。 
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